
昭和∫3年 3月 2∫ 日
  会 員 各 位

興人 つつ しが丘 自治会

会長  

        第 3回定時総会開催のお知 らせ

拝啓 早春の候皆さす方にはますすすご清栄のこととか喜び申し上

 げます。

さて、当自治会も発足以来2年が経過し、下記要領により第3回

定時総会を卵催することになりすしたので、万障繰 り合わせの上ご

出席 〈ださいまずようご案内いた します。

記

日 時  昭和∫θ年

“

月7日 KEI)午前夕時 Jθ 分～正午まで

会 場  鵜沼西町公民館2階広間

   
議題

  |メ i`軍優貪雪動喜曇勇Z窟
(3)自 治会規約改正の作

(4)役員 (会長、酪J会長、会計監査 )改選の件

(5)ょ 3年度予算案の審議及び承認の件

なお、会場準備の都合上、出欠のlilを「出欠票」にご記入の

  
う力‐` ダ

「
∫日までに次の宛名まで提出又は郵送 して下さい。

宛 名  509-

各務原市鵜沼八木

  行

・



昭 和 ∫ 2年 度 自 治 会 会 務 報 告

過去 1年間、当 自治会は大 きな災害や事故 あるいは運営上 の トラブル もな く

概 して平穏無 事の中に推移で きました ことに対 し、まず会員の皆 さまに謝意 を

表す る ものであ ります。

わが 自治会 も発足以来満 2年が経過 し、当時 40そ こそ この世帯数 螂

倍の 120余 世帯 とな り、興人の営業再開 も手伝 って さ らに急速 に増加す るよ

うで、 53年 度 中には 200世 帯に達す る もの と思われます。また、当初の団

地 内の “社会環境 "と 現在 のそれ とは誰の 目に もその差異は明 らかで、八木山

小学校の開校 (52年 4月 :開 校記念 として松 が丘 自治会 と共 に記念樹 を贈呈 )

道路標識の設置 (52年 9月 1日 )。 岐阜 バスの開通 (52年 11月 14日 )

等 々一応その体栽 を整えつつあると言えま し ょう。

この よ うな環境の下、 1年の活動 をふ りかえ ってみます と、お よそ次の特色

を持つ もの と思われます。

1.前期が健全 な町づ くりの芽 を育ててい くための土 壌づ くりの役 目を果 し

た ことに対 し、今期はその土壌の中で確実 に小 さな芽 が形 を整えつつある

とい うこと。

2.し か し、その芽 を育て る適切な方法 となる と、い くつかの問題点が残 さ

れた とい うこと。

活動 の概要については下記に示す とお りで ござい ますが、 と りわけ、災害防

止対策 として防護団の設 9月 _ E 及 び消火器 を使用 しての防火ヲ||

練 (52年 10月 16日 )は、地元 消防署か ら「 近隣 自治会 に例 を見ない積極

的 な姿勢」 と高 く評価 され ました。 また、夏 の盆踊 り大会 (8月 6～ 7日 )、

秋 の第 2回 体育祭 (10月 23日 )で は素朴 な装 いの中に も、会員間のさわや

かな友情 と団結心 を認めあえた ことはすば らしい成果 であ りました。 さ らには

す でに恒例 となった春、秋 の団地内清掃 (6月 5日 、 11月 20日 )は 、 とも

にほぼ全世帯参加 とい うことで、まさに “わが町わが愛すべ き隣人 "の感 を深

くしたのではないか と思われます。 自治会活動 の拠点 とも言 える集会所 につい
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ては、皆 さまご存知 の とお り、今 まで興人の ご好意に よ り現地事務所 をお借 り

してお りま したが、興人、竹 中土木 の ご協力 lvCよ り仮設 では あ ります が、中央

公園北側の集会所 予定地 に建設 するは こび とな りま した。一方、 1年間 をふ り

かえ っての反省点 としま しては、新規 に加入 された会員諸兄に対 し、 自治会そ

れ 自体 を理解 ヒノていただ く点で、今 ひ とつ徹底 を欠いた ようであ ります。 この

ことは、新興 団地 にみ る共通の悩みで もあると思われ ます。即 ち、発足当時の

方策 を踏襲す ることは現実 に無理 が生 じて きたわけ で,ご く少数の 人間の旗振

聾 a型 重 の

そ こで事務局 が中心 とな り、秋以降年末 にかけて規約の改正案づ くりに と りか

か りま した。その主 なる改正点 としま して次の 3点 があげ られました。

① 事務局機能 の充実 :今 まで副会長、会計 、書記の連絡機関であった もの

を、新たに総務 、広 報の委員 を備 え、会務の企画立案機関 として機能 せし

め る。

② 班代表者会議の設置 :一般会員 と執行機関たる役員会 とのパイプ役 とし

て「 班長会議」があ りますが、 これを近い将来実現する行政区画 (つ つ

が丘町 1～ 8丁 目 )を基準に班 を再編成 (53年 1月 14日 決定 )し 、

らに太いパイプ役 とすべ く、「 班代表者会議」 として正式に発足 させる.

③ 子供会、同好会等への助言助成 :班 代表者会議がタテの関係重視の具

策なのに対 し、 ヨコの関係を重視 し、 もって会員相互の親睦 と連帯の向上

を図るべ く、各種団体に対する助言助成を行な う。特 llC同 好会については、

ソフトボール、パレー ボールがこれに該当して くると思われる。 これ らは

従来 自治会活動に直結させてきたが、来期以降、文化、体育面のこの種の

集ま りに対し、 自治会 としての認可基準を設け、均等に助言助成できるよ

うにしてゆ く。

以上のように、いわば “村 "か ら“町 "へ発展する私達の団地にふさわしい

器 (う つわ )づ くりのために、一応考えるべ きことは考え、実行してまい りま

した。そ して、小さ くとも確実に芽は育ちつつあります。 しかしなが らその芽
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はまだまだひ弱であ り、風雪 に堪 えて生 きるまでには 相当の時間を要す ること

もまた事実であ ります。

皆 さまの新たな英知 と行動 力 こそが、 この小 さな芽 に とって確かな肥料であ

ることを申し添え会務報告 といた します。

§ 昭和 52年度活動概要 §

52.4.10  ◇第 2回定例総会開催

会場 :西町公民館

出席者数 :会員総数 87名 中 69名 (う ち委任状 17名 )

役員改選 :会長 氏、副会 氏留任。

会計監査 氏 氏共 に新任 .

4.24  ◇第 1回 鵜沼東部地区 ソフ トボー ル大会参加 準優勝。

4.28  ◇不燃物、可燃物の集積場所 (4ク FDT)を 市保健衛生課へ 要請。

5.9  ◇同、既設 3ク 所 、新規 4ク 所 を含め合計 7ク 所 となるc

5.30  ◇「 班長会議」発足

6.5  ◇団地 内清掃 (協 力 :子供会、興人 )

道路、側溝を重点 に公園、歩道 の清掃。 ゴ ミの焼却は興人

の トラツタ 2台及 び社員 6名 の協 力を得 る。

Z24  ◇防犯等の注意喚起のための立看板、八木山登 山 口に 2基設置。

8.6  ◇第 1回 納涼盆踊 り大会開催 (協 力 :地元商店 )

7

会場 :中 央公 園東 側広 場

参加 人員 :両 日共 100余 名。 そ の他 西 町 等地元 の方 々。

各 務 原 市長 氏 よ り祝 辞 あ り。

8.31  ◇街 路灯 15基 新設 され、 合 計 50基 とな る。

9.1  ◇団地内主要道路の交通標識、公安委員会の許可が下 り、発効

さ る。

◇「 つつじが丘防護団」発足。同規定、設定趣 旨及び組織表を

各班回覧。  _3-



10.16  ◇第 1回 防護団防火訓練実施。

(協力 :市 東 i/3防 係長等 5名 、各務原 消火設備 )

会場 :中 央公園及 び その周辺。

参力日人員 :約 150名 .

10.23  ◇第 2回 体育祭開催

会場 :八木山小学校 グラン ド

参加人員 :100余 名

11.20  ◇団地内清掃 (協 力 :子供会 )

幹線、準幹線道路 と歩道の清掃c子供会には中央公園の石 

F捨 いを協 力 していただいた。

12.11  ◇女子 バ ンー コー ト設置 (中 央公園 西狽II衣 場 )

53.1.14  ◇ 自治会規 約改正案、第 9回役 員会 におい て最終確認っ

◇新行政区画 を基準 とした班の再編成案、第 9回 役員会におい

て承認L

2(予 定 )◆ 集会所 (仮 設 )建設 (協 力 :興人、竹 中土木 )

3

( ″ )◇ 防災用非常サ イレン、集会所 の屋根部分に設置 c
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昭 和 ∫ 2年 度 会 計 決 算 報 告

(基 金 の 部 )

項     目  |
^― 一 ―エー ー ー  

・
一 ~… … … ……  ンー ー ー 1‐

  ―

昭和 51年度末基金残高 |

金    額    1   備    考

ζ215,713円   |

昭和 52年度 増 加 分 240,000    1

合 計 Z455,713 3月 1日 現在

(収 入 の 部 )

目 「
~コ

勅見込積「

前 年 度 繰 越 金 1492,723円 492,723

費 1 385,000 384.600 300円 × 1,282戸分

自 治 会 入 25,000 33,500 500円 × 67戸分

不」 息  1 500,000 445,1891 金利の値下 りにより減収
-

預

そ

利  息  |

37,5401 広報手数料、他

合 1,402,723
1 1,398,4231(差

額-4.300円 )

考項

会  金

治 会

金基

部 )出支

項 目 予 算 額 支 出 額 備 考

52年 度 自治会総会 費 100,000 68,230

定 期 総 会 開催 費 80,000 68,230 通信費、印刷代他

臨 時 総 会 開催 費 20,000

自 治 会 事 務 運 営 費 125,000 98,755

書棚 2、 椅子 20、 他備 品 購 入 費 50,000 4Z300

事 務 費 50,000 36,055 事務用品費、会議費他

木材運送費、通信費交 通 通 信 費 25,000 15,400

地 域 社 会 交 際 費 50,000 3Z560

寄 付 金 20,000 20,000 共同募金他

隣接 自治会交際費 15,000 14.560 広報会長会議費他

慰 金弔 15,000 3,000
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予 算 額  1 支 出 額 備

環 境 衛 生 費 1150,000日 88,920円

考項

道 路 公 園 清 掃 費 1 30,000

33,300

26,120

10,000清 掃 用 具 購 入 費 1 10,000

塵 芥 置 場 設 置 費 70,0001  19,5001 側溝蓋
―・・ ‐― ■́―・ ‐・・・――‐‐―― ― ― +

防 火 防 犯 対 策 費 1450,000 425,695

人 災 予 防 行 事 費 1 10,000 4.860

機器、備品購入 費 1 240,0001 239,000

1 50,000  1   1 60,035  1

50,000  ‐     21,800  1

街跡灯 料 金 |

交 通 安 全 対 策 費 ‐

草木除去用具等購入費

飲物代、子供会謝礼

消防署 への謝礼 (ラ |1練 時 )

消火器具 サイレス ～ 1//ツ ト

,lI貧
注意板設置費

体育レタリエー シヨン費

体 育 大 会 運 営 費

盆 踊 大 会 運 営費

外 部 行 事 参 加 費

備 品 購 入 費

21 5,000  1   210,386

60,000

95,000

10,000

50,000

59,868

95,000

Z500

48,018

運動会賞品、飲物代他

紅白幕、踊 り講習謝ネL他

市 ソフトボ切大会参加費他

´ヽ 午用ネツト、ソフト用具代他

備予

集 会 所 建 設 積 立 金 250,000     250,000

費 62,723 4Z670 建築許可手数猟 火災慇 他

合 計  ‐1,402,72311,22z216

(収 支 残 高 )

総出支額総入収 額 残金額 (53年 度へ繰越 )

1,398,423円 1,22Z216円 171,207円

以上、 昭和 ∫ 2年 度会 計 決算報 告に誤 りの ない ことを証 明致 し

ます。

会 計 監 査  

壼
ユ

/_t
ム 計 査

~0~



昭 和 ∫ 3年 度 予 算 (案 )

(収 入 の 音6)

項 目 金 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 171,2 0 7FI

自 治 会 費 580,000
161戸 分 (月 平均 )

自 治 会 入 会 金 30,000 60戸 分

自 治 会 基 金 利 息 390,000

そ の 他 の 収 入 50,000
市 、 広 報手 数 料

他
預  金  利  息

合 計 1,221,207
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(支 出 の 部 )

考備額

90,000円 昭和 53年 度分

200,000 現行 50灯 +増加 20灯 分

100,000

費務事 30,000 印刷 代、事 務 用 品代 、会 議 費

15,000 交通費、電話 代 他交 通 通 信 費

備 品 購 入 費 25,000 1 長机 (2台 )

費雑

一

30,000

境 対 策 費 100,000
=二| マ彫球喫L:等蔓輌

清 掃 対 策 費 50,000 雑草除去費、飲物代

清 掃 用 具 購 入 費 20,000 ス コ ツ プ 、 カ マ 等

緑 化 対 策 費

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

交 i邑 安 全 対 策費

・/b火機具備品購入費

30,000  1

230,000

10,000  防火 講 習、 消火 ヲ‖練 (春 秋 2回

40,000  横 断旗 、 看 板 、 ス テ ツ カー

180,000  消火 機 具 2式、 ヘ ル メ ツ ト

文 化 体 育 費 200,000

盆 踊 大 会 費 用 1011,000 講習料、飲物代等

体 育 大 会 費 用

備 品 購 入 費

地 域 社 会 交 際 費

60,000 賞 品 、飲 物 代等

25,000 ライ ン引、 パ ツタ ネ ツ ト

15,000

40,000

鵜 沼地 区諸 会 議 費 13,000 防犯組 合協力会費等 4会 議

近 隣 団 地 交 際費 12,000 西町、松 ク丘、羽場等 との交際費

15,000 5,000円 × 3金慰弔

会 所 建 設 準 備 金 200,000

費 61,207

1合

備

計
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